








はじめに

　心身障害児の歯科医療対策についての社会的関心は年々高まりつつあり,一

方,保護者の対策を求める要望は強まってきている。それに呼応する如く歯料

界における対策の迫求も進展をみせ始めてきている。

　全国療育相談センターの療育相談は障害そのものの相談が主体であり,従来

の歯科の患者として来院する障害児群とやや趣きの変る面が,これまでの相談

業務の中で感ぜられたところから,50 年,51 年にわたって歯科相談を総合相談

の一環として受けたクライエントについて,歯科的問題への意識と実際の口腔

内の所見についての関連性を検討し,51 年度の報告とする。


